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インフレサイクルへの歴史的転換

　目下の世界情勢を俯瞰すると、生成AIをはじめとする「新たなテク

ノロジー」の急速な発展と、反グローバリズムに象徴される「保護主義

的な潮流」の再興が同時進行している。各国の金融市場では、前者がも

たらす成長や生産性向上への期待と、後者がもたらす経済分断や市場機

能の劣化に対する警戒が交錯し、双方が拮抗しているようにも映る。

　

　こうした不透明な国際環境の下にあっても、日本経済は長らく停滞し

ていた局面から脱し、復活に向けた好機を迎えている。その実現に際し

ては、とりわけ金融資本市場が重要な役割を担うと考えられる。なぜな

ら、日本は依然として世界有数の対外純資産国としての地位を維持する

中、30年以上続いたデフレ環境から脱し、インフレ圧力が顕在化する

局面に入っているからである。このマクロ経済環境の変化は、資本をは

じめとする生産要素の活性化を促し、日本経済の潜在成長率を再浮上さ

せる契機となり得る。

　

　世界的なインフレ圧力の高まりは、中長期的な経済サイクルとも整合

的に捉えることができる。一般に、インフレや経済構造の中長期的な変

動を説明する概念として、50 ～ 60年周期のコンドラチェフ・サイクル

ソシエテ・ジェネラル証券株式会社
代表取締役社長

島　本　幸　治　CMA

市場経済と規律

視　点視点視点




